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「
仕
事
面
で
悩
み
や

負
担
が
あ
る
」
半
数

女性歯科医師アンケート報告女性歯科医師アンケート報告

協会行事案内参加ご希望の方は、必ず事前にお申し込み下
さい。Ｍ＆Ｄホールは保険医会館東隣りです。

お申し込みは右のQRコードから
協会行事予定の「お申込み」へ

日
時　

７
月
22
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
６
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

千
円

定
員　

80
人

持
参
物　

 

『
絵
で
見
る
色
で
わ
か
る
歯
科
の
院
内
感
染
防
止

対
策
』

※
遅
刻
・
早
退
さ
れ
る
と
修
了
証
は
発
行
で
き
ま
せ
ん

「
歯
初
診
の
施
設
基
準
に
係
る
研
修
会
」

【
会
員
限
定
】
施
設
基
準
研
修
会

日
時　

６
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

鶴
町
保
氏
（
元
日
本
大
学
歯
学
部
教
授
）

会
費　

３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

80
人

「
根
管
治
療
で
失
敗
す
る
本
当
の
理
由
―
失
敗
・
反

省
し
て
こ
そ
の
根
管
治
療
―
」

６
月
度
生
涯
研
修

日
時　

６
月
25
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館
・
５
階
会
議
室

講
師　

吉
田
富
貴
子
氏
（
接
遇
マ
ナ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

会
費　

３
千
円

定
員　

20
人

明
日
か
ら
す
ぐ
に
活
か
せ
る
「
医
療
接
遇
セ
ミ
ナ
ー
」

日
時　

７
月
２
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

会
場　

 

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）
、
保
険
医

会
館

講
師　

午
前
：
水
原
道
子
氏
（
元
大
手
前
短
期
大
学
教
授
）

　
　

午
後
：
歯
科
臨
床
学
術
講
師
団

会
費　

助
手
編　

７
千
円　
　

衛
生
士
編　

８
千
円

定
員　

助
手
編　

60
人　
　

衛
生
士
編　

35
人

　
　
　

衛
生
士
編
は
１
医
院
２
人
ま
で

※
昼
食
は
各
自
で
と
っ
て
く
だ
さ
い
（
会
費
に
は
含
ま
れ
て

い
ま
せ
ん
）

新
人
ス
タ
ッ
フ
総
合
講
座

無料相談

法
律　

６
月
５
日
（
月
）
14
時
〜
16
時

雇
用　

６
月
15
日
（
木
）
14
時
〜
16
時

税
務　

６
月
21
日
（
水
）
14
時
〜
17
時

※ 

会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

　

連
休
前
半
の
４
月
29
日
、

九
条
の
会
兵
庫
県
医
師
の
会

が
企
画
し
た
ロ
シ
ア
領
事
館

前
で
の
抗
議
行
動
に
参
加
し

た
。
ロ
シ
ア
政
府
に
対
し
、

核
兵
器
に
よ
る
威
嚇
を
止
め

る
こ
と
、
侵
攻
を
中
止
し
停

戦
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
大

阪
の
ロ
シ
ア
領
事
館
は
、
豊

中
市
内
に
あ
る
。
周
辺
は
住

宅
地
で
あ
り
大
き
な
音
を
出

し
て
の
抗
議
は
で
き
な
い

が
、
プ
ラ
カ
ー
ド
な
ど
で
ア

ピ
ー
ル
し
た
。

　

地
球
上
で
唯
一
英
知
と
理

想
を
有
す
る
人
類
が
な
ぜ
愚

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
が
開
始
し
１
年
以
上

が
経
過
し
た
。
甚
大
な
被
害

が
多
く
の
市
民
を
襲
っ
て
い

る
が
、
戦
争
が
止
む
気
配
は

な
い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
武
器

を
供
与
す
る
こ
と
で
は
市
民

の
命
は
救
え
な
い
。

行
を
繰
り
返
す
の
か
。
な
ぜ

戦
争
に
よ
る
決
着
を
求
め
る

の
か
。
戦
争
に
勝
者
な
ど
い

な
い
。
戦
争
す
る
者
は
み
な

敗
者
だ
。
互
い
が
手
を
取
り

合
い
大
切
に
思
え
た
時
こ
そ

真
の
勝
利
で
は
な
い
の
か
。

最
大
の
人
権
侵
害
を
い
つ
ま

で
続
け
る
の
か
。

　

と
に
か
く
や
め
て
！
こ
の

声
よ
、
世
界
に
届
け
と
思
い

を
込
め
て
空
に
叫
ぶ
。
こ
う

し
た
市
民
の
行
動
の
ひ
と
つ

ひ
と
つ
が
世
界
を
変
え
る
力

に
な
る
と
信
じ
て
。

談
話
室　

だ
ん
わ
室

談
話
室　

だ
ん
わ
室

思
い
は
一
つ 

戦
争
や
め
て

江
原　

豊
（
お
お
さ
か
医
科
・
歯
科
九
条
の
会
世
話
人
）

民
藝
運
動
の
西
の
拠
点

　

私
は
、
大
学
受
験
の
際
、

建
築
学
部
や
意
匠
工
芸
学
部

を
考
え
て
い
た
が
、
結
局
歯

学
部
に
落
ち
着
い
た
。

　

も
の
づ
く
り
と
い
う
点
に

お
い
て
は
歯
科
医
師
も
悪
く

な
い
な
と
思
い
今
に
至
っ
て

い
る
。

　

世
の
中
に
溢
れ
て
い
る
工

業
デ
ザ
イ
ン
や
作
品
を
み
て

み
る
と
、
プ
ロ
の
レ
ベ
ル
の

高
さ
を
痛
感
し
、

の
な
い

た
デ
ザ
イ
ン
が
魅
力
で
、
可

愛
ら
し
い
作
品
と
作
者
の
１

０
０
歳
と
い
う
年
齢
の
ギ
ャ

ッ
プ
が
ま
た
面
白
い
。

　

生
誕
１
０
０
年
柚
木
沙
弥

セ
ン
ス
に
、
魅
了
さ
れ
る
。

　

中
で
も
、
柚
木
沙
弥
郎
の

作
品
に
と
て
も
惹
か
れ
て
民

藝
に
興
味
を
持
っ
た
。「
柚

木
沙
弥
郎
」
の
作
品
は
素
朴

で
無
垢
な
模
様
と
澄
ん
だ
色

彩
、
無
駄
の
な
い
洗
練
さ
れ

郎
展
が
開
催
さ
れ
て
い
る

が
、
会
場
が
東
京
の
為
、
特

別
映
像
配
信
で
我
慢
し
て
、

大
阪
日
本
民
藝
館
に
行
く
事

に
し
た
。

　

民
藝
と
は
、
日
常
生
活
で

使
用
す
る
物
の
中
に
こ
そ
機

能
的
で
洗
練
さ
れ
た
美
し
さ

が
有
り
、
大
量
生
産
さ
れ
る

工
業
製
品
に
は
無
い
手
作
り

の
暖
か
さ
や
温
も
り
の
あ
る

造
形
に
価
値
を
見
出
す
事
と

さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
訪
れ
た
大
阪
日
本
民

藝
館
は
、
千
里
万
博
公
園
の

文
化
ゾ
ー
ン
の
中
に
位
置
し

て
お
り
、
日
本
庭
園
、
国
立

民
族
学
博
物
館
に
隣
接
し
て

い
る
。

　

１
９
７
０
年
の
大
阪
万
博

に
お
い
て
「
暮
ら
し
の
美
」

を
テ
ー
マ
に
、
江
戸
期
の
古

民
藝
、
当
時
の
産
地
の
手
仕

事
、
個
人
作
家
の
新
作
品
が

展
示
さ
れ
た
パ
ビ
リ
オ
ン
が

元
に
な
っ
て
い
る
。

　

万
博
終
了
後
、
財
団
法
人

大
阪
日
本
民
藝
館
が
設
立
さ

れ
、
柳
宗
悦
が
提
唱
し
た
民

藝
運
動
の
西
の
拠
点
、
大
阪

日
本
民
藝
館
と
し
て
１
９
７

２
年
に
開
館
し
た
。

　

陶
磁
器
、
染
織
品
、
木
漆

工
品
、
編
組
品
な
ど
、
国
内

外
か
ら
作
品
を
収
集
し
、
展

示
公
開
し
て
き
て
い
る
。

　

現
在
２
０
２
３
年
春
季
特

別
展
と
し
て
「
絞
り
染
め
の

世
界
」（
安
藤
宏
子
の
ま
な

ざ
し
）
を
開
催
中
だ
。

　

絞
り
染
め
と
は
、
布
を
糸

で
縫
い
、
縛
り
、
括
り
、
あ

る
い
は
布
そ
の
も
の
を
折
り

畳
ん
で
強
く
引
き
締
め
る
事

で
防
染
し
、
模
様
を
染
め
る

技
法
だ
。

　

世
界
中
に
は
様
々
な
絞
り

染
め
が
存
在
し
て
お
り
、
各

地
の
文
化
や
風
土
で
育
ま
れ

発
展
を
遂
げ
て
き
た
。

　

ま
た
こ
う
し
た
技
法
は
産

地
で
受
け
継
が
れ
る
だ
け
で

な
く
、
作
家
た
ち
の
表
現
技

法
と
し
て
新
た
な
魅
力
を
発

揮
し
て
い
る
。

　

本
展
で
は
安
藤
宏
子
氏
の

見
出
し
て
き
た
国
内
外
の
作

品
と
、
自
身
の
作
品
が
展
示

さ
れ
て
お
り
、
多
彩
な
技
法

に
よ
る
美
し
い
染
め
物
の
世

界
を
堪
能
出
来
た
。

 

（
新
聞
部
・
永
田
篤
）

関
西
関
西

7

大
阪
日
本
民
藝
館

大
阪
日
本
民
藝
館

つ
い
て
は
、

52
％
が
「
あ

る
」
と
答
え
、
求
人
や
雇
用

に
関
す
る
こ
と
が
34
％
、
閉

院（
予
定
）
21
％
、
子
育
て
や

介
護
と
の
両
立
21
％
、
体
力

面
17
％
と
続
い
た
。
ま
た
、

昨
今
の
物
価
上
昇
や
デ
ジ
タ

ル
化
の
コ
ス
ト
に
よ
る
経
営

不
安
の
声
も
１
件
あ
っ
た
。

　

協
会
主
催
の
講
習
会
の
利

用
を
聞
く
と
、「
あ
ま
り
利

用
し
な
い
」「
全
く
利
用
し

な
い
」
が
50
％
と
半
数
を
占

め
た
。
理
由
は
「
時
間
が
と

れ
な
い
」
が
54
％
、「
曜
日

・
日
時
な
ど
が
合
わ
な
い
」

が
45
％
と
な
り
、
い
ず
れ
も

環
境
的
な
要
因
が
占
め
て
い

る
。

　

「
講
習
会
で
の
保
育
利
用

（
子
が
い
た
場
合
）
」
に
つ

い
て
は
、
13
％
が
「
利
用
し

た
い
」
と
答
え
、
一
定
の
希

望
す
る
声
が
認
め
ら
れ
た
。

設
が
１
件
あ
っ
た
。

　

「
こ
れ
ま
で
に
一
定
期
間

休
職
し
た
経
験
」
に
つ
い
て

は
、
56
％
が
「
あ
る
」
と
答

え
、
理
由
は
「
出
産
・

育

児
」
が
45
％
と
最
も
多
か
っ

た
。「
休
職
に
係
わ
っ
て
苦

労
し
た
点
」
に
つ
い
て
聞
く

と
、
「
代
診
の
確
保
」

や

「
患
者
対
応
」
の
他
、「
金

銭
的
不
安
、
社
会
か
ら
の
孤

立
」、
「
期
間
契
約
の
た
め
社

会
保
障
が
な
く
不
安
」
、
「
復

帰
時
に
技
術
面
で
の
不
安
」

な
ど
が
寄
せ
ら
れ
た
。
休
職

期
間
は
最
短
で
２
カ
月
、
最

長
で
16
年
で
あ
っ
た
。

　

「
現
在
、
仕
事
面
で
悩
み

や
負
担
を
抱
え
て
い
る
」
に

①
開
業
医

　

回
答
者
の
年

齢
は
50
代
が
47

％
と
半
数
近
く

を
占
め
、
60
〜

70
代
が
35
％
、

30
〜
40
代
が
15

％
で
あ
っ
た
。

医
院
形
態
は
診

療
所
が
ほ
と
ん

ど
を
占
め
、
そ

の
他
、
施
設
併

　

女
性
歯
科
医
師
の
会
は
４
月
、
女
性
会
員
対
象

に
働
き
方
の
実
態
や
協
会
へ
の
意
見
・
要
望
を
聞

く
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
の
べ
56
人
（
開
業

医
44
人
・
勤
務
医
12
人
）
か
ら
回
答
が
あ
り
、
回

収
率
は
12
％
で
あ
っ
た
。
要
旨
を
２
回
に
分
け
て

報
告
す
る
。

「仕事面で悩みや負担がある」

求人・雇用
34％

経営難 ７％

体力面
17％

閉院予定
21％

子育て・介護
との両立
21％


